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 J-PARC の 1MW 核破砕中性子施設の特性試験装置において、ビーム運転停止直後から中性子の時間分布測

定を行い、核破砕中性子源に 25Hz の陽子ビームが入射することで発生する中性子パルスと時間相関が弱い

遅発性の中性子の測定を行った。 
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1. 緒言 

 J-PARC の 1MW 核破砕中性子施設では、核破砕中性子源に 25Hz 陽子ビームを入射させることによ

り発生するパルス状の中性子ビームを各中性子実験装置に供給している。近年は、800kW まで安定的

に運転できることを確認し、1MW を目指し、継続的に出力を上げている。その中で、いくつかの中性

子実験装置において、陽子ビーム入射と時間相関が弱い中性子（遅発性中性子）が観測されることが分

かった。この遅発性中性子は、中性子実験装置にとっては、バックグランド成分となるために、その解

明が必要である。そこで、核破砕中性子源から供給される中性子パルスの特性を測定している特性試験

装置（BL10、NOBORU）にて、遅発性の中性子の測定を行うこととした。 
2. 測定 

 測定では、NOBORU の実験装置室内の中性子ビーム軸上に中性子検出器（He-3 比例計数管）を置

き、ビーム運転停止直後から飛来する中性子の時間分布を測定した。中性子と他の成分とを分離するた

めに、パルス波高も測定し、中性子の成分のみを

抽出した。ビーム運転中は、検出器保護のため

に、NOBORU 備え付けのビームブロッカーにて

中性子を遮蔽し、ビーム運転停止直後にビーム

ブロッカーを開とした。 
3. 結果及び考察 

結果を図 1 に示す。図中では、ビーム運転停止

時を時間 0 としている。ビーム停止直後から遅

発性の中性子が観測され、そのフィッティング

から、3 成分の減衰曲線があることがわかった。

これらから、遅発性の中性子は、1)熱化成分、2)
遅発中性子、3) (γ,n)反応成分であると推測され

る。詳細は、当日発表する。 
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図 1 ビーム停止後の飛来する中性子の時間分
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